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一、横浜に在る歯学部の意義
　
鶴見大学歯学部の小林です。今日は学内関係の皆様には歯学部で建学の精神どのように使っているのかをお話しし
たいと思っています。一般に参加していただいてる皆様には、鶴見大学歯学部って何をしているのか、どんなことをしているのか、何故ここに歯学部があるのか、ということをご理解いただけたらと思ってお話をさせていただきます。今日はみなさん、ここにいらっしゃるわけですが 私共歯科医学を学んでいる者にとっては、横浜は非常に大きな意味のある都市です。　
御存じの通り、横浜は国際都市と言われますが、日本で非常に早い時期 、江戸時代から世界に向かって開かれた
町というわけです。実は横浜は、西洋歯科医 の発祥の地です。西洋医学の発祥の地は、先ほどのお話にもありました長崎ですけれども、その後に開かれた横浜は、西洋歯科医学発祥の地として、広く認められています。このスライド（図
1）のウィリアム・イーストレーキ先生が、一八六〇年に来日しています。まだ江戸時代です。横浜に来日し
ましたが、このころはまだ百人位しか居留している外国人がおりませんでしたので、歯科医院が成り立たない いうことで一度帰りますが、その後に、一八六八年ですから、まさしく明治元年にもう一度横浜 来て、一旦開院を る
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んですけれども、この後、上海・香港に拠点を移し、一八八一年に最後の横浜開港をしまして、最終的に日本に滞在されました。　
もう一つ横浜は、西洋歯科医学勉学の地と言われております。 （図
2） ウィリアム・イーストレーキ先生の後にエ
リオット先生、パーキンス先生という方々が、この横浜で開業していました。日本人は、この先生方から 歯科を実際に教わって、自分達で医術開業試験を受けて歯科医師になるというような経緯を辿っていったというわけです。　
その横浜に一つしかないこの鶴見大学の歯学部は、横浜という、非常に恵まれた歴史のあるところにある歯学部と
いうことになります。さて、僕は知らなかったのです どうして鶴見は鶴見というのかと思っていたら、源頼朝が鶴を放った ころから、ここが鶴見という地名がついたらしいのですが、本当かど かは僕も分かりません。人に聞いた話です。　
鶴見は、横浜駅から電車で約十分位、東京駅からだと約三十分位 羽田から三十分位ということで、羽田空港から
一番近い場所にある歯学部ということにもなります。　　　　
二、鶴見大学歯学部の開設
これは（図
3） 、うちの大学の全景航空写真です。ここの部分が今、体育館で、ここが二号館、ここが附属病院でご
ざいます。ここに図書館があって、四号館、五号館があります 五号館は、昔はここに 小講堂というものがあって、僕たちの頃は朝、月曜か火曜の八時半から実践行持というものがありまして、みんな そこに登って行って、椅子座禅を毎週毎週やっておりました。今はございません。その頃は般若心経もほとんど教えても えず、ただひたすら読み続けるという、当時の教育だっ のです。ここにいらっしゃる皆様に總持寺の話を私 できるほどの知識はありませんが、總持寺のお膝元に私共の歯学部 つくられた一つの理由があると聞いております。大本山總持寺 歯学部と
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図 1. 神奈川県歯科医師会館前の西洋歯科医学の発祥
地の碑（左図）と最初の米国人歯科医師ウイリアム・
イーストレーキ（右図）。1860 年横浜に来日、1868
年横浜で最初の開業、1881 年横浜居留地で 2 度目の
開業。
図 3．総持学園航空写真
図 2. 神奈川県歯科医師会館前の西洋歯
科医学勉学の地の碑。
エリオット博士は、1870 年横浜で歯科
診療所を開設し門下生を指導した。パー
キンス博士は、1874 年に診療所を引き
継ぎ、1881 年まで開業した。両歯科医
師の門人がここで近代歯科医学を学び、
伝えた。
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して、道元禅師様の書かれた『正法眼蔵』の中に「洗面」という所があって、これに基づいて、出来た歯学部であるという事です。これは「報恩行持」と同じように、実際に歯を磨 たり、顔を洗ったりする事が仏の行であるということに基づいてつくら たという事でございます。私共の鶴見大学歯学部は一九七〇年に曹洞宗大本山総持寺開祖瑩山禅師の六五〇年大遠忌を記念して、鶴見女子大学歯学部として発足致しました。初代の歯学部長は長尾優先生とおっしゃいます。この先生は昭和二十年、つまり太平洋戦争直後ですけれども、一九四五年から十年以上東京医科歯科大学の学長をやられて、引退された後にしばらくして、私共の初代歯学部長となられました。当時は私共の鶴見大学はたった一つの女子大学でございまし 。これは、先ほど一番最初 短大、それか 中・高のお話しの中にありましたが、本来は女子教育の場とし 大学はつくら たの す。　
このスライド（図
4）は、私共の歯学部の創立十周年記念誌から引用しています。長尾優先生は創立の中心を担う
に当たって、 「諾も否も、一度本山の責任者である禅師住職に直接お会いして、そ 覚悟のほどが知 たい」とおっしゃって、当時の岩 禅師様にお会いしたそうでございます　
岩本禅師様は歯学部創設の大発起人として、第一に歯科衛生に関することが道元禅師様の『正法眼蔵』 『洗面陀羅
尼経』としてお示しになられている事 それから、第二番目に、總持寺の御開祖瑩山禅師様が總持寺は社会体制に参加して、多くの人間と信頼を結ぶために強化活動をするとおっしゃっている で、岩本禅師様は病院等の社会福祉事業や教育事業に力を入れている が、總持寺 仕事だとおっしゃい、これ 長尾先生が納得され 今 私共 鶴見大学歯学部はあるわけです。
　
　
この写真（図
5）は一九七〇年当時の鶴見大学歯学部の創立当時で、この当時を知るのは私の先輩で、ここにいら
っしゃる前田副学長です。二号館と呼ばれている今も残っている建物です。この地域 古い方は 御存 だと思いますが、こちらに参道がございま て、こちらに木造の建物かござ ますが これ 当時 旧短大校舎及び三松幼稚
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図 4. 鶴見大学歯学部創立十周年記念誌から。著者は三輪全龍学長（当時）。
図 5.1970 年鶴見女子大学歯学部開設当時の 2 号館。右手前が旧短大校舎及び三松幼稚園の建物。
手前が参道。
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園でございます。もう少し拡大すると、ここに立派な旧短大校舎及び三松幼稚園があります。 （図
6） 私は一九七三
年にこの大学に入学したのですが、その時にはまだ、この建物が今の病院棟の所にあり、ここは、クラブの部室になっていました。私は大きな木造の部室でとても気持ちよく過ごしました。　
こんな風に（図
7） 、今病院が立って、こんな形になっておりますけれども、昔は、これほど参道が見えていたと
いう事に気づいて、参道を上から見て、もう何十年も年月が経つんだなと思いました。　
こうなっても、まだまだ実際には校章のみで当時はロゴマークはありませんでした。私が、襟につけておりますの
が、昔から今まで続く校章です。　
先にまず、校章の新しいロゴマーク（図
8）が出来まして、今の木村学長がいらっしゃって、鶴見大学のホームペ
ージに現在の、 「お釈迦様と同じ悟りの知恵を身につけることに努め 人として生まれたことに感謝し、すべてのものに愛情をもって接し正しい生活をする」と、ご説明されま た。　
その次に、平成二十二年、ほぼ三年前ですが、そこで、 「感謝の心
　
育んで
　
いのち輝く
 人となる」と書かれまし
たので、歯学部でも標語にしようという事 ました。今から、三年前に私が歯学部長を拝命させていただいた時から、 これを薦めてきたわけです。 「感謝を忘れず
　
真人となる」が人気投票で選ばれたのですが、 申し訳ないのですが、
こち を使わせていたただきました このように建学 精神である「大覚円成
　
報恩行持」を「感謝のこころ
　
育ん
で
　
いのち輝く
　
人となる」という風に歯学部では基本的に使わせていただいております。これは感謝、こころ、育、
いのち、人という歯学教育に不可欠な言葉が入って るためです
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図 6.1970 年鶴見女子大学歯学部開設当時の 2 号館。手前が旧短大校舎及び三松幼稚園の建物
図 8. 現在まで引き継がれた校章（左図）と現在のロゴマーク（右図）
図 7. 現在の鶴見大学歯学部附属病院は図５，６の三松幼稚園の跡地を中心に建設された。病院棟
の後ろに 2 号館が見える。手前の参道の木々に 43 年の歳月を感じる。
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二、鶴見大学歯学部における建学の精神の掲揚
　
現在は歯学部の講堂には、建学の精神を掲示し、説明もしています。 （図
9）しかし、私は建学の精神を学生の時
にほとんど教えてもらった記憶がありません。今思い出しますと、小講堂にもしかしたら、建学の精神が掲げてあったのかな 、先ほどふと思い出しました。けれども、実際にそれについて、説明をお聞きしたことは、なかったと思います。当時の宗教学の、花山先生のお話はとてもお しろく、よく覚えており、ノートを取っていますが、なかったように思います。　
学生達が居る講堂ですべてに建学 精神を掲揚するということにしましたのは、私自身が知らなかった、覚えてい
ないということは、常に目のつく所に無か のだということを反省致しま て、いつも学生達が見る所にあれば、自然に体に入ってくるだろう。これは、私達が考えた事ではございません。中・高に行くと建 の精神を掲揚して毎日見ている、唱えるということが重要だということを教えていただきました。　
私どもの歯学部には、医療人間科学特別研修というものがありまして、一年生が入ってきますと、木村学長が講義
をしています。 （図
10） 建学の精神について学生に話すということをしています。先ほど、短大の保育科からのお話
を聞いて、建学の精神につ てみんな同じような考えを持って ると思いました。歯学部で習わ ていただいている学生さんには 「歯学部で学ばせていただ てる保護者、家族のみなさんに感謝し 、病院で学さばせいる患者 感謝し、すべてに感謝す こころを、この大 で育んで、自らの のちを輝かせ、患者さんを健康にすることで、患者さんのいのちを輝かせる医療人にな 」と 学生さんに話しながら日々進んでいるわけです。これは、大 がすばら い を持っ るというこ が学生に分かれば、学生も私共教職員 大学に対する誇りを強く持つのではな かと考えているためで 。
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図 9. 歯学部全講堂での建学の精神の掲揚
図 10．木村学長による建学の精神についての講義 ( 入学時医療人間科学特別研修 )
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四、歯学部の教育理念と建学の精神
 
　
歯学部の教育理念は建学の精神に基づいて、教養と良識を備えた信頼される優れた歯科医師の育成を使命としてい
ます。これも教育理念をみんなと一緒に読もうかということもよくやっています。 （図
11） まず、歯学部の教育理念
の中で、 「大覚円成」と一致するものをスライド（図
12①②）
では、オレンジ色（グレー）にしました。二番目の医療人としての人格を形成する。三番目の国際的に活躍できる人になる。四番目の幅広い教養を身につけた人になる。五番目の問題点を発見して解決する能力を持 人にな オレンジ色にしま た は、今日はネクタイもオレンジ色ですが、うちの大学のスクールカラーがオレンジだからです。　「報恩行持」にちょうどこれが一致するところは、一番目の創造性に富む総合的な歯科医療を実践して、地域医療に貢献する人。コミュニケーション力に優れ、他者を思いやる心を忘れない人。この二つは正しく「報恩行持」であろうと思っています こうして、私共が実際に学生さん達に教育が出来 るのは、私共、歯学部附属病院に来院して下さっている、地域 患者さん達 おかげです。患者さんが居なければ医療は成り立 ません。 ラ
図 11. 歯学部の教育理念の朗読 ( 入学時医療人間科学特別研修 )
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図 12 ① . 歯学部の教育理念と建学の精神の大覚円成との繋がり
図 12 ② . 歯学部の教育理念と建学の精神の大覚円成との繋がり
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イド（図
13）は、私共の病院です。一日千人弱の患者さ
んにいらっしゃっていただいています。二〇一一年までのグラフ（図
14）を見ますと、縦軸に歯科の外来の患者
さん 来院数、横軸が年です。本学附属病院の患者さんの来院数は私立では全国で一番か二番。公立を入れましても、二番か三番と う風にたくさん患者さんに来ていただいています。本当 心から感謝を申し上げたいと思っています。おかげ様で学生達は、 っかりとした患者さんの診療を学ぶことが出 ます。学生達に実際の患者さんを診ることにありがたみを感じますかと聞きますと、
85％が「はい」と答えますし、ここに（図
15）書きまし
たように、患者さんから治療に対して非常 感謝されことがある人もいます。臨床実習で患者さんと触れ合たこの一年は人生の宝と申す学生もいます。学生達も患者さんに感謝しています。そし 、鶴見大学でよかったという。もう一つは患者 と離れることが寂しいといっている学生 います。ただ 学生は一生懸命やってますけど、患者さんがとても不安ではいけませんので、患者さんのお声をお聞き致しました。 （図
16） 学生の
図 13. 鶴見大学歯学部附属病院．1 日 850 〜 1,000 名を超える患者さんが来院される地域医療の拠点病院。
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図 14. 全国私立歯科大学・歯学部 17 校の附属病院の歯科外来に来院する年間患者さんの推移．
それぞれの線は各病院を表している（データは日本歯科医学教育学会雑誌別冊　歯科医学教育
白書　2011 年版から引用しグラフにした）。
　図 15. 臨床実習についての学生の感想、自由記載から一部抜粋。
図 16. 臨床実習の学生に対する患者さんアンケートの結果。
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対応・態度について、非常に良いというのが
70％、良いが
30％、学生は
100％態度は良さそうです。学生に不安を感じ
たことがありますかと聞くと、
42％と
36％ですから、約八割の方が不安を感じない。しかし、
10％ちょっとの方が不
安に感じていらっしゃる いったところは私共、教員が十分に指導に努めていきたいと思います。最もありがたいご意見は、患者さん達が来年も今自分を見てくれている学生に引き続き担当して欲しいですかと聞くと、
95％の方が来
年も続けて見てもらいたいという、とてもありがた 言葉をいただいています。先ほども申し上げましたが、こうして歯科医師教育ができるのは、鶴見大学歯学部附属病院に来院してく さっている患者さんのおかげでございます。患者さんが居なければ医療は成 立ちませんので 今日 鶴見大 歯学部を代表して患者の皆様に感謝を申し上げます。　　　　
五、医の倫理と建学の精神
 
　
今、非常に色々なところで求められているのは、医学教育・歯学教育の中で「医の倫理」を教えよう、改めて「医
の倫理」を教えようというような気運が高まっていま て、新しいカリキュラムにたくさん入っています。また、教育理念をより強固に る 時代になってき した。　
ここには、 その倫理の一つとして有名な「現代版のヒポクラテスの誓い」といわれるジュネーブ宣言 出しました。
（図
17） これと、 私共の建学の精神の関係を見てみたいと思います。このジュネーブ宣言「現代版ヒポクラテスの誓い」
を私共の学生達は実際に臨床の実習で、病院に上がっ くる時に必ず全員で教員含めまして、朗読をして、そして、医療の場に向かっています。 （図
18） ヒポクラテスという方は紀元前四六〇年くらいの方で、こんな顔をしていたと
いう方です。これは、古来伝承のヒポクラテスの印象に基づい 描かれ 十八世紀のフランス人の版画で、裏付けの証拠は乏しいということです。これはギリシャのお土産でいただ ヒポクラテスの誓 の原書。 れ ヒポクラテ
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図 17. 現代版ヒポクラテスの誓い：ジュネーブ宣言と建学との関連。強く関係がある部分にア
ンダーラインを引いた。
図 18. 現代版ヒポクラテスの誓い：ジュネーブ宣言を学生・教職員全員で朗読。
現代版ヒポクラテスの誓い
－ジュネーブ宣言― 1948年第2回世界医師会総会制定
(1968年,1984年,1994年,2005年,2006年 改定)
医療専門職の一員としての任を得るにあたり、
・私は、人類への貢献に自らの人生を捧げることを厳粛に誓う。
・私は、私の恩師たちへ、彼らが当然受けるべき尊敬と感謝の念を捧げる。
・私は、良心と尊厳とをもって、自らの職務を実践する。
・私の患者の健康を、私の第一の関心事項とする。
・私は、たとえ患者が亡くなった後であろうと、信頼され打ち明けられた秘密
を尊重する。
・私は、全身全霊をかけて、医療専門職の名誉と高貴なる伝統を堅持する。
・私の同僚たちを、私の兄弟姉妹とする。
・私は、年齢、疾患や障害、信条、民族的起源、性別、国籍、所属政治団体、
人種、性的指向、社会的地位、その他いかなる他の要因の斟酌であっても、私
の職務と私の患者との間に干渉することを許さない。
・私は、人命を最大限尊重し続ける。
・私は、たとえ脅迫の下であっても、人権や市民の自由を侵害するために私の
医学的知識を使用しない。
・私は、自由意思のもと私の名誉をかけて、厳粛にこれらのことを誓約する。
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スの木と呼ばれているすずかけの木の葉っぱです。 （図
19） 右はギリシャに行ったときに、買ったもので小さいもの
ですけれども、こういった物がたくさん売っているくらい、ヒポクラテスはギリシャでは愛されているのです。私共の大学にも、今日もいらっしゃっております関根名誉教授が持ってこられた「ヒポクラテスの木」がございます。大学附属病院の前の道をずっと歩いていますと、右手のちょうど電柱があるところに「ヒポクラテスの木」があって、今はここにこの写真 ように生えて ます。 （図
20） 本年度中には、これに立派なプレートをつけて説明ができるよ
うにして、場所を移すという予定です。来年度くらいには、 「ヒポクラテスの木」の前で、みんなで「ヒポクラテスの誓い」をやりたいなと思っています。　「ヒポクラテスの誓い」と言いますのは、非常に有名で、皆様も御存じだと思いますけれども、これは医療倫理の根幹を成す患者の生命、健康保護 思想、患者のプライバシーといったものを含んでいますが、自己犠牲献身を謳っているわけではありません。小川鼎三先生の元の「ヒポクラテスの誓 」の全文訳では、五番の「いかなる患家を訪れるときもそれはただ病者を利益するためであり あ ゆる勝手な戯れや堕落 行 を避ける。女と男、自由人と奴隷のちがいを考慮しない。 」大昔の時代、奴隷と普通 人を区別しません 言 は、医療のみでございます。これは私共もとって、非常に重要だと思っていま 。　ジュネーブ宣言に戻りますと、 「医療専門職の一員として任を得るにあたり、 私は人類への貢献」 、 これは「報恩行持」
だと思います。 「自らの人生を捧げるこ 厳粛に誓う 」 「私は、私の恩師たちへ 彼らが当然受けるべき尊敬 感謝の念を捧げる。私は、良心と尊厳とをもって、自らの職務を実践する。私の患者の健康を 私の第一の関心事項とする。私は、たとえ患者が亡くなった後であろう 信頼され打ち明けられた秘密を尊重する。私 全身全霊をかけて、医療専門職の名誉と高貴なる伝統 堅持する。私の同僚たちを、私 兄弟姉妹とする。私は、年齢 疾患や障害、信条 民族的起源、性別、国籍、所属政治団体、人種 性的指向 社会的地位、そ 他いか る他の要因 斟酌
歯科医師の教育における建学の精神―患者さんに感謝を―
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図 19. ギリシア語で書かれたヒポクラテスの誓いとヒポクラテスの木の歯（左図）
ヒポクラテスの小型石造の土産物（右図）
図 20. 鶴見大学のヒポクラテスの木
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図 21．長尾　優　初代歯学部長と鶴見大学歯学部開設
の精神「惠愛を敦くし、以って醫の心と爲す」　( 鶴見大
学歯学部創立 10 周年記念誌から )
であっても、私の職務と私の患者との間に干渉することを許さない。私は、人命を最大限尊重し続ける。私は、たとえ脅迫の下であっても、人権や市民の自由を侵害するために私の医学的知識を使用しない。私は、自由意思のもと私の名誉をかけて、厳粛にこれらのことを誓約する。 」という風になっていまして、アンダーラインの所が建学の精神と一致するところでございます。
　
歯学部は一九七五年に五年間歯学部長を勤められた長
尾優先生がご逝去されて、その年の後半から、石川尭雄先生が二代目の歯学部長になられ、私は十一代目です。長尾 は、一九四五年から一九六一年という非常に長期にわたって、東京医科歯科大学の学長をされていました。鶴見大学に着かれたときは八十三歳という御高齢でした。この時に長尾先生が、私共の歯学部開設の精神して残された が、 「惠愛を敦くし、以って醫 心と爲す」というお言葉です。 （図
21） 「惠愛を敦くして、以って醫
の心 爲す」は「大覚円成
　
報恩行持」とまさしくつなが
る言葉と思いますし、
木村学長が現代に訳された「感謝のこころ
　
育んで
　
いのち輝く
　
人となる」も一つの路でつながっている言葉だと
思います。医療人教育にも適した建学 精神と歯学部開設の精神を残していただいた先人に心から感謝し、この二つの精神を持って教育理念を体現する歯科医師を育成してまいりたい 思います。　
皆様、ご清聴ありがとうございました。
